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昨
年
は
感
染
対
策
、
ク
ラ
ス
タ
ー
対

応
に
追
わ
れ
続
け
た
１
年
で
し
た
。

今
年
も
年
頭
か
ら
振
り
回
さ
れ
そ
う

な
状
況
に
入
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年

こ
そ
は
水
前
寺
と
う
や
病
院
も
コ
ロ

ナ
と
上
手
く
向
き
合
っ
て
い
く
年
に

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

当
院
に
は
回
復
期
リ
ハ
病
棟
、
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
、
障
害
者
一
般
病
棟

で
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
役
割
が
あ

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
で
の

医
療
介
護
や
救
急
基
幹
病
院
と
の
円

滑
な
連
携
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

限
ら
れ
た
感
染
対
策
の
中
に
あ
っ
て

も
医
療
連
携
は
停
滞
し
な
い
よ
う
、

相
反
し
や
す
い
両
者
の
両
立
が
求
め

ら
れ
ま
す
。

昨
年
は
当
院
で
可
能
な
救
急
医
療
体
制

が
整
備
さ
れ
、
電
子
カ
ル
テ
、
二
次
骨

折
予
防
に
向
け
た
骨
密
度
測
定
装
置

（
Ｄ
Ｅ
Ｘ
Ａ
）
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
課
題
は
、
前
述
の
感
染
対
策
と

医
療
連
携
の
両
立
、
救
急
医
療
の
継
続
、

排
尿
自
立
支
援
へ
の
取
り
組
み
な
ど
、

そ
し
て
新
病
院
建
て
替
え
計
画
の
推
進

で
す
。

ク
ラ
ス
タ
ー
対
応
は
苦
難
の
中
に
も
全

職
種
が
一
丸
と
な
っ
て
乗
り
越
え
て
き

ま
し
た
。
こ
の
教
訓
を
活
か
し
て
、
課

題
は
楽
し
み
に
変
え
て
実
現
に
向
か
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
ど
ん
な
に
長

い
ト
ン
ネ
ル
で
も
必
ず
出
口
が
あ
る
こ

と
を
信
じ
て
、
内
外
と
も
に
世
の
中
が

平
穏
な
年
に
な
る
よ
う
に
心
か
ら
祈
ら

ず
に
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
の
戦
い
も
四

年
目
に
入
り
ま
し
た
。
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
へ
と
方
向
転
換
さ
れ
た
様
で
す
が
、

第
８
波
に
移
行
し
感
染
者
は
増
加
し

て
お
り
ま
す
。

基
礎
疾
患
や
免
疫
力
低
下
の
患
者
さ

ん
を
抱
え
る
医
療
機
関
、
重
症
化
リ

ス
ク
の
高
い
入
所
者
の
高
齢
者
介
護

施
設
に
と
っ
て
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

と
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
殆
ど
の
職
員
ス
タ
ッ
フ
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
家
庭
生
活
を
営
ん

で
お
り
、
発
症
前
感
染
者
に
よ
る
ウ

イ
ル
ス
の
、
病
院
、
施
設
へ
の
持
ち

込
み
防
止
は
困
難
で
す
。

い
か
に
ク
ラ
ス
タ
ー
化
さ
せ
な
い

か
？
い
か
に
労
働
力
を
確
保
（
や
り

繰
り
）
す
る
か
？
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

慢
性
疾
患
化
し
た
こ
の
状
況
の
寛
解

に
は
、
未
だ
数
年
か
か
る
と
お
も
わ

れ
ま
す
が
、
倦
む
こ
と
な
く
、
慣
れ

る
こ
と
な
く
、
努
力
を
続
け
て
ま
い

り
ま
す
。

さ
て
、
今
年
の
と
う
や
医
療
福
祉
グ

ル
ー
プ
に
お
き
ま
し
て
は
、
介
護
老

人
保
健
施
設
「
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
水
前

寺
」
が
約
２
０
０
メ
ー
ト
ル
東
側
に

新
築
移
転
い
た
し
ま
す
。
現
在
建
築

中
で
、
夏
過
ぎ
に
は
入
所
者
様
は
、

よ
り
快
適
な
環
境
に
お
移
り
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
出
仲
間
の
平
成
と
う
や
病
院

は
、
病
院
移
転
の
た
め
の
休
床
病
棟

を
本
年
１
月
か
ら
開
床
い
た
し
ま
し

た
。
合
計
１
６
０
床
と
な
り
ま
し
た

が
、
変
わ
ら
ず
地
域
医
療
に
誠
意
邁

進
す
る
所
存
で
す
。

う
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睡眠について

非ベンゾジアゼピン系薬

メラトニン受容体作動薬

オレキシン系受容体拮抗薬

78

良質な睡眠を得るには、生活習慣の改善が大切です。

良質な睡眠のために

水前寺とうや病院　薬剤部

睡眠のための薬

不眠の状態が回復したら睡眠薬の減薬・休薬が理想です。薬剤によっては急激な中止が
不安や焦燥感を増し、不眠を悪化させる可能性があるため、徐々に減量することが推奨
されています。
自分に合った生活スタイルを持ち、薬を飲まなくても良質な睡眠がとれ、日常生活が問
題なく過ごせることが理想です。

▪適度な運動を習慣にする
▪寝室環境を整える
▪長すぎる昼寝や、就寝前のカフェイン・飲酒・喫煙を控える　など

加齢とともに必要な睡眠時間は短縮するため、適切な睡眠時間は年齢により異なります。

上記のように生活習慣を改善しても日中の眠気や集中力の低下がある時などには睡眠薬が使われます。
睡眠薬にも様々な種類があり、寝つきが悪い、夜中に起きてしまう、日中が眠く夜に元気、など不眠
症のタイプに合わせて睡眠薬を決めるため、自分がどのタイプなのかを医師に伝えていただけると適
切な薬剤選択に繋がります。

以前はベンゾジアゼピン系（BZ系）と言われる薬が多く使用されていましたが、薬の依存性、筋弛緩
作用からの転倒や短期記憶障害の有害作用があるため使用頻度は減ってきています。

脳の興奮を抑えて眠くなります。BZ系よりも転倒リスクが低く効果
が早いため、寝つきが悪い方に使用されます。

睡眠に関わるホルモンに作用します。筋弛緩作用・記憶障害・依存性
も少ないため、高齢者や日中が眠く夜に元気な方に使用されます。

オレキシンと言われる覚醒に関与する物質に作用して睡眠をもたらし
ます。夜中・早朝に眼が覚める方に使用します。

睡眠は起きている時のＱＯＬ（生活の質）の向上のためにあります。睡眠によって次のような効果が
期待できます。

睡眠による効果

▪疲労回復 
▪生活習慣病の予防 
▪肥満の防止 
▪ストレス解消や抑うつ症状の緩和 
▪肌質の改善 
▪記憶の定着　など
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リハビリ
だより

【
正
し
い
姿
勢
】

肩こり危険度 セルフチェック

【
予
防
法
・
対
処
法
】

肩 こ り

□ パソコン作業や車の運転など、長時間同じ姿勢をとること
が多い。

□ 運動不足気味で、家でゴロゴロしていることが多い。

□ 仕事や家庭でストレスを感じる。

□ メガネ・コンタクトの度が合っていない。

□ 枕が合わず、寝苦しいことがある。

□ 湯船に浸からずシャワーですませることが多い。

□ 体に冷えを感じることが多い。

□ いかり肩、なで肩である。

□ 足を組んで座る癖がある。

□ バッグはいつも同じ側の肩に掛けている。

肩こりに対する

ストレッチ

寒
い
季
節
に
な
り
、〝
肩
が
凝
る
〞
と
い
う
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

肩
こ
り
に
は
次
の
２
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

▪顎を引く

▪頭のてっぺんから糸で吊り
下げられているイメージ

▪肩の力を抜き左右の肩の高
さを揃える

▪背筋を伸ばす

▪おへその辺りに軽く力を入
れお腹を引っ込める

▪肛門に軽く力を入れてお尻
を締める

▪
蒸
し
タ
オ
ル
な
ど
で
肩
を
温
め
る

▪
入
浴
し
身
体
を
温
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る

▪
適
度
な
運
動
や
体
操
を
す
る

▪
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
な
い

▪
目
の
疲
労
を
と
る

▪
バ
ッ
グ
を
い
つ
も
同
じ
側
の
肩
に
掛
け
な
い

▪
同
じ
姿
勢
を
長
く
続
け
な
い

‼

本
態
性
肩
こ
り…

特
別
な
原
因
と
な
る
疾
患
は
な
く
、

悪
い
姿
勢
や
運
動
不
足
、
冷
え
、
ス
ト
レ
ス
、
過
労
、

不
眠
な
ど
が
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

二
次
性
肩
こ
り…

原
因
と
な
る
疾
患
が
あ
り
、
そ
の
疾

患
の
治
療
に
よ
り
改
善
が
期
待
で
き
る
も
の
を
指
し
ま

す
。
原
因
と
な
る
疾
患
は
、
変
形
性
頚
椎
症
や
四
十
肩
、

五
十
肩
、
噛
み
合
わ
せ
の
異
常
や
歯
の
食
い
し
ば
り
な

ど
様
々
で
す
。

今
回
は
本
態
性
肩
こ
り
の
対
処
法
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

▪毎日行うことが大切です。
▪反動をつけず、ゆっくり行い
ましょう。
▪呼吸を止めないようにしま
しょう。
▪関節を痛める場合がある為、
痛みを我慢しての過度なスト
レッチは行わないようにしま
しょう。
▪痛みが強い時や、首や肩の炎
症がある時は行わずに、医師
へご相談ください。

運動を行う際のポイント
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地域
交流
推進室

関連施設のシルバーピア東町デイサービスセンター 地域
交流スペース パティオにて、水前寺とうや病院の臨床工
学技士と看護師によるAED講習会が開催されました。
東町団地内外より７名の参加があり、操作方法や人形を
使った心肺蘇生法を体験されて「実際にやれてよかった」
や「ためになった」との感想を述べられ、とても有意義
な講習会となりました。

砂取地域コミュニティセンターにて、水前寺とうや病院 
薬剤部による薬に関する出前講座が開催されました。
薬を飲む時の注意点やワクチン接種に関してなど、わか
りやすく丁寧に説明され、参加者の方も熱心に聴かれて
いました。

水前寺とうや病院 管理棟会議室にて、特定施設シルバー
ピアグランド通りの職員によるレクリエーションが行
われました。
歌いながらの体操や脳トレクイズで参加者の笑顔も多
く見られ、楽しんでいただいた活動時間となりました。

当日は小雨であいにくの天気ではありましたが、３年ぶ
りの開催に地域の方々が来場されました。水前寺とうや
病院・シルバーピア水前寺のリハビりテーション部と地
域交流推進室も参加。
みなさんの声かけ手拍子でつき手と返し手がリズム良く
餅をつき始めると、会場中が盛り上がり、活気に溢れた
楽しい餅つき会となりました。

TOHYA NEWS 介護老人保健施設『シルバーピア水前寺』建設工事について
昨年６月から、シルバーピア水前寺の建て替え工事を行っています。今回は、施工
業者 株式会社岩永組様の担当者紹介と工事の進捗状況についてお知らせします。

【躯体工事の様子 2022年12月29日撮影】

＜以下、株式会社岩永組様より＞
現場代理人を務めている株式会社岩永組の坂本と申します。現場は、私のほ
か加藤、山下、石井の４名で担当しています。どうぞよろしくお願い致します。
現在現場では、1階の躯体工事を行っています。躯体とは建物の主
要構造部を作る骨組みのことで、躯体となるコンクリートを流し込
む為の型枠・配筋の工事中です。２月からは、2階の躯体工事を行
う予定です。
近隣の皆様には御不便・御迷惑をお掛けいたしますが、安全最優先
にて作業を進めてまいりますので何卒御理解を賜りますようお願い
申し上げます。
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Im
m
unology

）
さ
れ
、注
目
を
集
め
ま
し
た
。

発
熱
は
体
力
を
消
耗
さ
せ
る
（
倦
怠
感
増
加
）

た
め
解
熱
剤
を
使
用
し
て
解
熱
を
試
み
ま
す

が
、
体
温
上
昇
は
免
疫
系
を
活
性
化
す
る
側

面
が
あ
る
こ
と
も
理
解
し
て
お
く
べ
き
で
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
型
呼
吸
器
感
染
症
、
特
に

新
型
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
ウ
イ

ル
ス
性
感
染
症
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推

奨
さ
れ
ま
す
。
こ
の
場
合
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

個
人
を
護
る
意
味
合
い
も
重
要
で
す
が
、
集

団
・
社
会
を
護
る
側
面
が
あ
る
こ
と
も
肝
要

で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
行
動
制
限
が
掛
か
る
と
経

済
が
萎
縮
し
、
国
民
生
活
に
も
支
障
を
来
し

ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
３
回
接
種
で
旅
行
支
援
が

使
え
る
等
の
政
策
は
正
に
社
会
を
護
る
の
典

型
例
で
す
。
今
回
は
個
を
護
る
ワ
ク
チ
ン
２
種
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
ワ
ク
チ
ン

で
す
。
ハ
テ
？
と
思
わ
れ
る
方
は
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
と
言
っ

た
方
が
ピ
ン
と
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
子
宮
頸
が
ん
発
症
に
強
く
関
与
し
て
お
り
、Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
頸
が
ん
予
防
に
有
効
で
あ
る
と

考
案
さ
れ
た
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
接
種
対
象
は
性
交
渉
前
の
女
子

と
さ
れ
て
い
ま
す
（
近
年
、
対
象
は
男
子
に
も
拡
大
し
て
い
ま

す
）。
欧
米
で
は
２
０
０
６
年
よ
り
接
種
開
始
と
な
り
、
８
割

以
上
の
女
性
が
接
種
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
２
０
０
９
年

に
費
用
助
成
下
に
小
学
６
年
〜
高
校
１
年
相
当
の
女
子
を
対

象
に
接
種
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
失
神
・
痙
攣
、
筋
肉
痛

等
の
副
反
応
が
マ
ス
コ
ミ
で
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
２
０
１

３
年
に
推
奨
接
種
は
中
断
さ
れ
ま
し
た
。

子
宮
頸
が
ん
は
１
９
７
０
年
代
で
は
50
歳
以
降
の
閉
経
後

・
・
・
・

○
護
る
た
め
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

第 61 回

に
多
い
悪
性
腫
瘍
で
し
た
が
、
近
年
は
若
年
化
が
進
み
30
〜

40
歳
へ
発
症
ピ
ー
ク
が
移
行
し
て
い
ま
す
。
副
反
応
が
重
篤
で

予
防
効
果
が
薄
け
れ
ば
、
接
種
は
控
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
が
、

２
０
２
０
年
にN

ew
 England Journal of M

edicine

に

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
子
宮
頸
が
ん
発
症
リ
ス
ク
を
90
％

減
ら
せ
る
と
発
表
さ
れ
（2020;383:1340-8

）、
予
想
以
上

の
予
防
効
果
で
し
た
。
30
〜
40
歳
は
子
育
て
世
代
で
も
あ
り
、

予
防
出
来
る
術
↓
救
え
る
命
（
家
族
）
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

推
進
す
べ
き
と
思
う
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？
医
療
に
お
い

て
人
が
行
う
限
り
１
０
０
％
安
全
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
手
術
、

内
服
薬
に
し
て
も
少
な
か
ら
ず
リ
ス
ク
は
付
随
し
ま
す
。
副
反

応
だ
け
を
大
き
く
取
り
上
げ
、
情
報
災
害
を
助
長
す
る
の
で

は
な
く
、
予
防
す
る
こ
と
で
救
え
る
命
が
あ
る
こ
と
も
し
っ
か

り
啓
蒙
し
、
リ
ス
ク
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
上
に
立
ち
接
種
す
る

か
否
か
の
正
し
い
判
断
が
下
せ
る
環
境
作
り
を
行
う
こ
と
が
私

達
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
が
国
で
も
２
０
２
２
年
４
月

医
者
に
な
っ
て
30
年
以
上
が
経
ち
ま
す
が
、
年
末
年
始
を

ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
経
験
は
留
学
中
の
３
年
間
だ
け
で
し
ょ
う

か
？
例
年
12
月
〜
１
月
に
掛
け
て
は
肺
炎
や
心
不
全
患
者
が
増

え
て
、
病
院
は
忙
し
い
季
節
と
な
り
、
高
齢
者
の
呼
吸
・
循
環

器
系
ト
ラ
ブ
ル
は
冬
場
の
死
亡
者
数
増
加
に
反
映
さ
れ
ま
す
。

２
０
２
２
年
暮
れ
よ
り
感
染
力
の
強
い
オ
ミ
ク
ロ
ン
変
異
株

が
流
行
期
（
第
８
波
）
に
入
り
、
感
染
者
数
が
急
増
し
、
こ

れ
に
伴
っ
て
死
亡
者
数
も
増
加
し
て
お
り
ま
す
。
冬
場
に
呼
吸

器
系
感
染
症
が
増
え
る
こ
と
は
以
前
よ
り
解
っ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
理
由
が
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
近
、冬
場（
低
温
）

に
な
る
と
鼻
咽
頭
部
の
免
疫
能
が
低
下
す
る
と
の
論
文
が
発
表

（H
uang D et al. The Journal of Allergy and Clinical 

○
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

ワクチンで予防出来る疾患
～ギャップを埋めるために
　　　　　　　　　出来ること～

子宮頸がんの年齢別罹患率

HPVワクチンと子宮頸がんリスク

経過観察時の年齢

人
口
10
万
人
当
た
り
の

累
積
子
宮
頸
が
ん
患
者
数
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水痘ワクチン定期接種化

年齢

発
症
頻
度
（
1,
00
0
人
年
当
り
）

帯
状
疱
疹
頻
度
（
1,
00
0
人
年
当
り
）

水痘の頻度

帯状疱疹の頻度

2014
2016

よ
り
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
積
極
的
推
奨
が
再
開
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
接
種
率
は
未
だ
低
く
、
諸
外
国
に
は
遠
く
及
ば
な
い
現
状

で
す
。

次
に
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン
で
す
。
帯
状
疱
疹
は
小
児
期

に
水
ぼ
う
そ
う
（
水
痘
）
に
罹
患
し
た
際
に
水
痘
帯
状
疱
疹

ウ
イ
ル
ス
（
Ｖ
Ｚ
Ｖ
）
が
神
経
節
に
留
ま
り
、
加
齢
や
抗
癌
剤

治
療
な
ど
で
免
疫
力
が
落
ち
た
時
に
再
活
性
化
さ
れ
、
皮
膚
に

帯
状
の
痛
み
と
水
疱
を
有
す
る
皮
疹
を
認
め
る
病
気
で
、
近
年

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
増
加
要
因
は
免
疫
能
の
低
下
し
た
高

齢
者
人
口
増
加
に
あ
り
ま
す
が
、
２
０
１
７
年
10
月
よ
り
小

児
に
対
す
る
水
痘
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
も

関
連
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
定
期
接
種
に
よ
り
小
児
水
痘
発
症

数
は
減
少
に
転
じ
ま
し
た
。
小
児
水
痘
患
者
が
減
っ
た
こ
と
で
、

周
囲
で
生
活
す
る
高
齢
者
へ
の
Ｖ
Ｚ
Ｖ
少
量
曝
露
に
よ
る
免
疫

賦
活
（
体
の
免
疫
を
活
発
に
す
る
こ
と
）
が
低
減
し
、
高
齢
者

の
帯
状
疱
疹
が
増
え
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（BM

C Public 
H
ealth 2005, 5:68

）。

従
来
帯
状
疱
疹
は
老
化
↓
免
疫
能

低
下
の
象
徴
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
水
痘
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
予
防
に
有

効
で
あ
る
（
有
効
率
50
％
程
度
）
と

報
告
さ
れ
、
保
険
適
応
外
で
す
が
、

予
防
接
種
可
能
で
す
。
た
だ
従
来
の
水

痘
ワ
ク
チ
ン
は
弱
毒
生
ワ
ク
チ
ン
で
あ

る
こ
と
か
ら
発
症
リ
ス
ク
の
高
い
免
疫

低
下
状
態
者
に
は
接
種
出
来
ま
せ
ん
で

し
た
。
２
０
２
０
年
１
月
よ
り
50
歳

以
上
を
対
象
に
帯
状
疱
疹
予
防
を
目

的
と
し
た
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。
有
効
性
も
80
％

と
高
く
、
免
疫
不
全
者
に
も
接
種
可

能
で
す
。
た
だ
筋
肉
内
へ
２
回
接
種
が

必
要
で
、
１
回
分
が
２
万
円
超
と
高

額
な
の
が
ネ
ッ
ク
で
す
。
自
治
体
に
よ
っ

て
は
助
成
制
度
も
あ
る
よ
う
で
す
。

○
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

以
上
の
よ
う
に
呼
吸
器
感
染
症
以
外

の
疾
患
に
も
ワ
ク
チ
ン
療
法
は
広
が
り
を

見
せ
て
い
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
は
天
然
痘
、

ポ
リ
オ
、
結
核
な
ど
の
感
染
症
か
ら
人

類
を
救
っ
て
来
ま
し
た
が
、
我
が
国
で
は

救
急
医
療
・
災
害
医
療
へ
の
感
謝
の
念

は
高
い
の
で
す
が
、
裏
方
で
あ
る
ワ
ク
チ

ン
等
の
予
防
医
学
に
対
し
て
は
関
心
が

薄
く
、
副
反
応
に
対
す
る
偏
見
も
根
強

い
よ
う
で
す
。
我
が
国
の
ワ
ク
チ
ン
医
療

は
コ
ロ
ナ
禍
で
経
験
し
た
よ
う
に
欧
米
諸

国
に
比
較
し
て
開
発
力
も
含
め
て
10
年

以
上
遅
れ
て
お
り
、
ワ
ク
チ
ン
ギ
ャ
ッ
プ

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
茶
論
が
少

し
で
も
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
参
考
に
な
れ

ば
幸
い
で
す
。

今
年
一
年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
に
祈
っ
て
お
り
ま
す
。

提供元：クロスワード .jp

【タテのカギ】
①物の数量を数えたり、式を解いて答えを出すこと。
②世界の中で一番であること。
③団体などで大事な仕事やみんなの世話をまかせられた人。
④申し出ること。
⑧1185年、源義経が平氏を滅ぼした「○○○○○の戦い」。
⑨英語で数を数えること。
⑩ 父や母の兄弟や姉妹の子ども。
⑪ 息子の妻となる女性。息子の妻になった女性。
⑫ 次の苗字を何と読むか。「志佐」特に多い都道府県（佐賀、
長崎）

【ヨコのカギ】
①相手の注意を引き付けておいて、自由に行動できないよ
うにすること。

④勇敢ですぐれている人。能力がすぐれ、精力的に活動す
る人。

⑤海中に生えている、草のような植物。
⑥中国地方と四国地方は3つの地域に分けることができる。
北側を何というか。

⑦植物の進化：藻→コケ植物→○○植物→裸子植物→被子
植物

⑨テレビ・洗濯機・冷蔵庫など、家庭で使う電気機器。
⑩ 胃と腸。
⑫  使いみち。「○○不明金」
⑬ 先端に脱脂綿を巻きつけた細い棒。
⑭ 江戸幕府が日本人の海外交通を禁止し、外交・貿易を制
限した 対外政策。
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冬のクロスワード　
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だより
シルバーピア

健康でいること！ お風呂に一人で　　　
入れるようになりたい！

卯年生まれの　　
利用者さまご紹介♪
今年の抱負も教えて
いただきました！
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12月の中旬に、クリスマスの飾り付けと
旬の料理で季節や雰囲気を感じて楽しん
でいただく、クリスマスパーティーを開催
いたしました。
ローストチキンやコンソメスープ、ケーキ
やジュースの定番のものに加え、季節の
アレンジの手毬寿司が食卓を彩りました。
利用者の方々もこの手毬寿司には感嘆の
声をあげられ、最初は食べるのも惜しい
と言われましたが、しっかりと食べていた
だきました。
少し早いクリスマスに “来年こそは、もっ
と色々なことを利用者の方々に提供出来
るような年になれば” と願うばかりでした。

11月17日（木）、秋の爽やかな青空のもと、入居者様
同士の交流を深める第２回「ふれあい食事会」を開催し
ました。
普段は違う階で過ごされている方々が、一緒にお弁当
を食べながら色々なお話をされている様子は、とても
楽しく和やかな時間になりました。
今後もこのような機会をつくり、交流を深めて頂けれ
ばと思います。

ソフト食→

1 2

5

3

6

9

B

4

11

12

8

10

A

14

13

7

C

ケ ン セ イ 　 モ サ

イ 　 カ イ ソ ウ

サ ン イ ン ウ シ ダ

ン 　 イ 　 カ デ ン

　 イ チ ヨ ウ 　 ノ

シ ト 　 メ ン ボ ウ

サ コ ク 　 ト 　 ラA CB
ケ イ ト



水前寺とうや病院

…

シルバーピアグランド通り

シルバーピア水前寺

徒歩　０分

徒歩　３分

徒歩　３分

徒歩 10 分

徒歩 12 分

国府電停

水前寺駅

水前寺本町（水前寺とうや病院前）
最寄の
バス停

市電

ＪＲ

北水前寺 　（ユースピア熊本前）

北水前寺　 （北水前寺五差路付近）

ＩＤＥＮＴＩＴＹ（個人）の尊重

　　　　～Ｆor Ｙou あなたのために ～

理念

基本方針

患者さまの権利

医療法人清和会 地域交流誌 たいざんぼく 90 号　〈発行日〉2023 年 1 月 25 日　〈発行〉医療法人清和会（水前寺）広報部会

●初診の方は、外来担当医師表をご確認の上、ご来院ください。

●再診の方は、診察券に記載されている予約日をご確認の上、ご来院ください。

●企業様の健診も行っております。 ●産業医お引き受けいたします。

2023 年 1 月 25 日現在
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